
 
 

1 

 

令和元年 10月例会：次第（令和元年 10 月 26日開催） 

 

１.会長挨拶 

 

２．糖尿病性腎症重症化予防プログラム基準値に該当する方への保健指導の実施について 

（お願い）栗東市より説明。 

 

３．報告事項 

【会員の状況】 令和元年 9 月                

（１）A会員の異動 

   ・問山 健太郎 先生  といやまこどもクリニック 

   法人へ組織変更 医療法人 みらい といやまこどもクリニック 

 

（２）会員の状況（元年 9月） 

       Ａ会員：135名、 Ｂ会員：163名、  合計：298名  

 

【総   務   部】 

[総    務] 

 (１) 日医生命倫理懇談会「終末期医療に関するガイドライン（改訂案）」に関する 

意見募集について                      （総務資料 1）ｐ.1 
 ご意見のある先生は 11月 8日（金）までに滋賀県医師会へご連絡ください。 
 

(２) 令和元年度診療所の看護師向け認知症対応力向上研修について  （総務資料 2）ｐ.15 

 

  (３) 第８回滋賀県女性医師交流会の開催について          （総務資料 3）ｐ.21 
と き 令和元年 11月 30日（土）14 : 30～17 : 30 

   ところ ロイヤルオークホテル スパ＆ガーデンズ １階 ライラック 

   テーマ 本音で語ろう！どこで、どんなキャリアを磨くか！ 
 

（４）令和元年度集団的個別指導、集団指導（新規指定時・指定更新時）への対応 

について                           （総務資料 4）ｐ.23 

☆近畿厚生局滋賀事務所、滋賀県医療保険課の共同により実施 

   ①集団的個別指導（集団部分のみ）〔通知対象 医療機関〕※集団講義形式     

      と き：令和元年 10月 31日（木） 14 : 00～15 : 30 

      ところ：大津びわ湖合同庁舎１階 共用会議室① 

   ②集団指導（新規指定時・指定更新時）〔通知対象概ね 63医療機関〕※集団講義形式 

      と き：令和元年 11月７日（木）、８日（金） 14 : 00～15 : 30 

      ところ：大津びわ湖合同庁舎１階 共用会議室①               

 

  〔備考〕 

   ・本年度も、近畿厚生局（厚労省）の指導の平準化の下、①②の各指導について、近畿厚生局 

    管内は全て対象医療機関のみを対象に実施する 



 
 

2 

   ・保険医療機関として指導を受けることは健康保険法第 73条等の規定上やむを得ないこと 

    であるので、開催通知が届いた会員医療機関は必ずご出席願いたい 

 

（５）第4回全国医師ゴルフ選手権大会について          （総務資料5）ｐ.24 

開 催 日：令和 2年 5月 3日（日・祝）、4日（月・祝） 

開催コース：岐阜関カントリー倶楽部 東コース（岐阜県関市） 

開 催 主 旨：ゴルフ競技を通じて会員相互の親睦・研鑽を図る 

開 催 形 式：日本医師会、全国医師協同組合連合会の共催 

   

(６)医療法人の設立および解散にかかる申請書類の提出期限について（総務資料 6）ｐ.25 
医療法人の設立および解散については、その認可にあたり県の医療審議会の意見を聞くこと

とされているが、令和元年度の第３回滋賀県医療審議会医療法人部会は令和２年 2月上旬に開

催予定であり、当該審議会にかかる申請書類の提出期限は令和元年 12 月６日（金）であると

の通知があったので、ご了知願いたい。 

なお、提出された書類に不備があった場合は、その次の審議会にまわる場合もあるので、で

きるだけ早く事前協議を行い申請に備えていただきたいとのことである。 

詳細：滋賀県健康医療福祉部 医療政策課 医療整備係 TEL 077-528-3625 

 

(７) 令和元年度滋賀県立小児保健医療センター遺伝カウンセリング研修事業の実施 

について                         （総務資料 7）ｐ.26 

  

 (８) 医薬品・医療機器等安全性情報報告制度の周知について    （総務資料 8）ｐ.30 

  

 (９)「第 230 回 大腸疾患研究会」のご案内           （総務資料 9）ｐ.33 

   

(10) 令和元年度滋賀県肝炎医療ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成研修の開催について （総務資料 10）ｐ.35 

 

 (11) 第 36 回滋賀県医学会総会開催のご案内            （総務資料 11）ｐ.43 

   

(12) 令和元年度「草津市青少年育成大会」の開催について      （総務資料 12）ｐ.46 

  

 (13)「滋賀の医療福祉を守り育てる」県民ﾌｫｰﾗﾑの開催について    （総務資料 13）ｐ.48 

 

 （14）令和元年度滋賀県青少年育成県民大会への参加について(ご案内)（総務資料 14）ｐ.51 

 

 (15) 腸管出血性大菌感染症（EHEC）を認める症例の実態把握について(協力依頼) 
（総務資料 15）ｐ.54 

  

 (16)「日本地域包括ケア学会 第 1回大会」の開催について      （総務資料 16）ｐ.57 

  参加ご希望の先生は 11月 15日(金)までに草津栗東医師会事務局までお知らせください。 

 

(17) 令和元年度 死亡時画像診断(Ai)研修会の開催について     （総務資料 17）ｐ.62 

  医師の申し込み受付開始は 11月 5日(火)午前 11時～（定員になり次第締切り）。 

 

(18)「東京 2020 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・公式ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨﾊﾟｯｹｰｼﾞ」のご紹介      （総務資料 18）ｐ.68 
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【学   術   部】 

[医 療 安 全] 

（１）医療事故情報収集等事業「医療安全情報 No.153・154」について 

   ○No.153：手術時のガーゼ残存② ―Ｘ線画像の確認― 

医療安全情報 No.152「手術時のガーゼの残存①―ガーゼカウント―」で取り上げた事例 57

件中、43 件で手術終了時にＸ線撮影がされており、そのうち、Ｘ線画像でガーゼを発見でき

なかった事例は 26件あるのでご留意願いたい。 

〔事例が発生した医療機関の取り組み〕 

・ガーゼカウントが合っていてもガーゼが残っている可能性があるという認識でＸ線画像

を確認する。 

・Ｘ線画像は、大画面モニタを用いて、輝度の変更を行い確認する。 

・Ｘ線画像で確認しやすいガーゼの導入を検討する。 

   ○No.154：電子カルテ使用時の患者間違い 

電子カルテを使用して患者Ａのオーダをする際、誤って患者Ｂの画面でオーダした事例が 6

件報告されているのでご留意願いたい。 

〔事例が発生した医療機関の取り組み〕 

・オーダ入力する際は、その都度電子カルテの患者氏名を確認する。 

・電子カルテは、一定の時間で自動的にログオフになる設定にする。 

    ☆日本医療機能評価機構「医療事故情報収集等事業」のページ http://www.med-safe.jp/  

（２）「ケトジェンヌ」と称する健康食品を使用した消費者の健康被害について 

【日医常任理事通知 令和元年 9月 18 日付（地 230）】 

    「ケトジェンヌ」とは、株式会社 e.cycle の販売するいわゆる「健康食品」であり、本品を使

用した消費者から下痢等の体調不良を生じたという事故情報が短期間に急増しているので、消費者

から本品による健康被害報告がなされた場合には、下記ホームページをご確認いただき情報提供に

ご協力いただきたい。 

   ☆日本医師会「健康食品安全情報システム」事業 

    http://www.med.or.jp/mshoku/index.html （日本医師会メンバーズルーム内） 

 

（３）「使用上の注意」の改訂について 【日医常任理事通知（法安 96・104）】 
     下記医薬品の使用上の注意事項が改訂された。詳細は、厚生労働省のホームページに掲載されて

いるのでご確認いただきたい。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000204124_00001.html  

☆令和元年 9月 6日付け 

①トレラグリプチンコハク酸塩②ロモソズマブ（遺伝子組換え） 

☆令和元年9月24日付け 

①バリシチニブ②オシメルチニブメシル酸塩③オフロキサシン(経口剤）④メシル酸ガレノ

キサシン水和物⑤シタフロキサシン水和物⑥シプロフロキサシン、シプロフロキサシン塩

酸塩水和物⑦トスフロキサシントシル酸塩水和物(経口剤)⑧ノルフロキサシン(経口剤)⑨

パズフロキサシンメシル酸塩⑩ピペミド酸水和物⑪プルリフロキサシン⑫モキシフロキサ

シン塩酸塩(経口剤)⑬レボフロキサシン水和物(経口剤、注射剤)⑭塩酸ロメフロキサシン

(経口剤)⑮トシリズマブ(遺伝子組換え) 

 

http://www.med-safe.jp/
http://www.med.or.jp/mshoku/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000204124_00001.html
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（４）患者からの医薬品副作用報告に関する広報の周知について 
 【日医常任理事通知（法安 100）】 

    平成 31年 4月 26日から、独立行政法人医薬品医療機器総合機構(ＰＭＤＡ)において、患者

からの医薬品副作用報告をウェブサイト及び郵便にて受付しているので、医薬品による副作用

が疑われる症例があった際には報告いただきたい。 

   ☆独立行政法人医薬品医療機器総合機構(ＰＭＤＡ)ホームページ 

https://www.pmda.go.jp/safety/reports/patients/0004.html  

 

（５）医療事故情報収集等事業第 57回報告書の公表について 

   今般、標記報告書について、日本医療機能評価機構より公表された。同様の事例の再発防

止および発生の未然防止のため、標記報告書を活用されたい。 

  なお、詳細は（財）日本医療機能評価機構 HPに掲載 

医療事故情報収集等事業 HP 

  ＵＲＬ http://www.med-safe.jp/  

 

（６）血液製剤の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方針（基 

  本方針）第八に定める血液製剤代替医薬品について 

  本件は、新薬「遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子製剤（ツロクトコグ アルファ ペゴル（遺

伝子組換え））」が承認されたことを踏まえ、基本方針第八の一に定める血液製剤代替医薬品の

安全対策に関する取扱いについては、旧通知を廃止し、下記のとおりとなるのでご留意いただ

きたい。 

1 基本方針第人の一に定める血液製剤代替医薬品の安全対策に関する取扱い 

(1)別紙に掲げる血液製剤代替医薬品については、用法、効能及び効果について代替性のあ

る特定生物由来製品(血液製剤)が存在するため、医療現場における混乱を避ける観点から、

以下のように取り扱うこと。 

ア 基本方針第六に定める血液製剤の安全性の向上に関する事項について、特定生物由来

製品と同様に以下の通り取り扱うこと 

・製造販売業者等及び医療関係者は、必要な事項について記録を作成し、保存するこ

と 

・医療関係者は、患者又はその家族に対し、血液製剤代替医薬品の有効性及び安全性

その他当該製品の適正使用のために必要な事項に関して適切かつ十分な説明を行い、

その理解を得るよう努めるとともに、血液製剤代替医薬品の使用に当たっては、原

則として患者又はその家族より同意を得ること 

イ 医療関係者が適切かつ十分な説明を行うことができるよう、当該製剤の添付文書は、

特定生物由来製品の添付文書の記載に準じたものとすること 

(2)遺伝子組換え型人血清アルブミン製剤については、医療関係者は、当該製剤のピキア酵

母に対するアレルギー様症状発現の懸念が完全には否定できないことを患者に対して説

明し、理解を得るよう努めること 

https://www.pmda.go.jp/safety/reports/patients/0004.html
http://www.med-safe.jp/
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【保 険 部】 
〔令和元年度(平成 31年度)診療報酬改定関係通知等〕 

 (1) 労災診療費算定基準の一部改定について（消費税率引き上げに伴う労災診療費改定

通知等） 【日医常任理事通知(保 130)】 

（県医師会報 10月号 34ページに掲載済） 

・初診料の引き上げ 
３,７６０円 → ３,８２０円 

※健保点数表の初診料の注５のただし書に該当する場合の初診料については、 
１,８８０円から１,９１０円に引き上げ。 

・再診料の引き上げ 
１,３９０円 → １,４００円 

※健保点数表の再診料の注３に該当する場合の再診料については、６９０円から 
７００円に引き上げ。 

 
   ※厚生労働省ホームページに掲載済 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/  

roudoukijun/rousai_shinryouhi/kaitei.html                       

 

 (2) 令和元年度労災診療費算定基準の一部改定に伴う自賠責保険診療費算定基準（自

賠責新基準）の取扱いについて（消費税率引き上げに伴う取扱い） 

 【日医常任理事通知(保 139)】（県医師会報 10 月号 34 ページに掲載済） 

本年 10月 1日付けで労災診療費算定基準の一部改定が行われたことに伴い、自賠責保

険診療費算定基準（自賠責新基準）の取扱いも、同じく本年 10月 1日の診療分から、改

定後の労災診療費算定基準に準じた算定方法により請求することとなる。 
 

 (3) 療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等

の一部改正について 【日医発第 693 号(保 136)】 

（概要は県医師会報 10月号 34 ページに掲載済） 

 

〔改定関係以外の通知〕 

 (1) 検査料の点数の取扱いについて 【日医発第 692号(保 135)】 

（新たに保険適用が認められた検査 －令和元年 10月 1 日適用－） 

（県医師会報 11月号に掲載予定）（日医雑誌 12 月号に掲載予定） 
 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「新たに保険適用が認められた検査・医療  

機器等」のコーナーに掲載済 

http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/tekiyo/  

 

 (2) イベニティ皮下注 105mgシリンジの保険適用に係る留意事項の一部改正について 
   【日医発第 634号(保 128)】（県医師会報 10月号 38～39ページに掲載済） 
 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコーナー

に掲載済 

     http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/  

 

 

 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/
http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/tekiyo/
http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/
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 (3) 使用薬剤の薬価（薬価基準）の一部改正等について 【日医発第 665 号（保 132）】 

（概要は県医師会報 10月号 35～38ページに掲載済）（詳細は日医雑誌 12月号に掲載予定） 
 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコーナー

に掲載済 

 

 (4) メチルフェニデート塩酸塩製剤(コンサータ錠 18mg、同錠 27mg 及び同錠 36mg)の使

用にあたっての留意事項について 【日医常任理事通知（地 225）】 
 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、「会員向け文書管理システム」のコーナーに掲載済 

     http://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/chiiki/2019chi_225.pdf  

 

 (5) 材料価格基準の一部改正等について 【日医発第 590 号（保 113）】 

（日医雑誌 11月号に掲載予定） 
 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「新たに保険適用が認められた検査・医療 

    機器等」のコーナーに掲載済 

http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/tekiyo/  

 

(6) 医療機器の保険適用等について（10月 1日、10月 16日保険適用分）及び「医療機

器の保険適用について」の一部訂正について 

【日医発第 691 号（保 134）】【日医事務連絡（保 140）】【日医発第 739 号（保 154）】 

 

 (7) 共済組合員証の無効について 

   刑務共済組合大阪矯正管区支部（保険者番号 31270101） 
 

    組合員証番号  無効年月日  無効事由       備 考 

       105-100156   R元.9.2  紛失のため 当該組合員は滋賀県大津市在住 

    （県医師会報 10月号 40ページに掲載済） 

 
 (8) 診療報酬請求書（11月提出分）の受付期間について 

    （県医師会報 10月号 43ページに掲載済） 

    ・11月 10 日は日曜日であるが、社保、国保ともに事務所を開所してレセプトの受付を行う 

     ※診療報酬請求書等の提出日は、請求省令により１０日と定められているが、可能であれば９日

以前の早期提出にご協力願いたい 

 

 (9) 予防接種の費用の取扱い、および抗インフルエンザ薬を予防目的で投与する際の留 

意点について 

    （県医師会報 10月号 43ページに掲載済） 

 

〔令和元年台風第 19号関連通知〕 

(10) 令和元年台風第 19号に伴う災害の被災者に係る一部負担金等の取扱いについて 

 【日医常任理事通知（保 153）（保 155）】 
 

※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「地震などの災害時における保険診療等に関す

る情報」のコーナーに関係通知が掲載されている 

http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/jishin/  

 

 

http://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/chiiki/2019chi_225.pdf
http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/tekiyo/
http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/jishin/
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〔その他〕 

(11) 令和元年度 集団的個別指導への対応について 
    ☆集団的個別指導（集団部分のみ）  〔通知対象３４診療所、３病院〕 

       令和元年 10 月 31 日（木） 14：00〜15：30 

       於．大津びわ湖合同庁舎１階 共用会議室① 

    ・本年度も、近畿厚生局(厚労省)の指導の平準化の下、近畿厚生局滋賀事務所、滋賀県医療保険課

の共同により実施される（近畿厚生局管内は全て対象医療機関のみを対象に実施） 

    ・保険医療機関として指導を受けることは健康保険法第 73条等の規定上やむを得ないことであるの

で、開催通知が届いた会員医療機関は必ず管理者の先生が出席するようにしていただきたい 

    ・事務担当者のみの出席では出席扱いにはならない 

    （県医師会報 10月号 42ページに掲載済） 

 

(12) 集団指導（新規指定時・指定更新時）について 
       令和元年 11 月 7日（木）・8日（金） 14：00〜15：30 

               【本年度は 7日又は 8 日に対象医療機関にご出席いただきます。】 

       於．大津びわ湖合同庁舎１階 共用会議室① 

    ☆対象保険医療機関数：６３件 

      ①R元.5.1から R元.9.30 までの間に新規指定を受けた保険医療機関１１件 

      ②R元.4.2から R元.10.1 までの間に指定更新を受けた保険医療機関５２件 

    ☆指導形式：集団講義方式  〔通知対象２１医療機関、49 新規登録保険医〕 
 
    ・厚労省近畿厚生局の指導の平準化の下、近畿厚生局滋賀事務所、滋賀県医療保険課の共同により、

新規指定時および指定更新時の集団指導が実施される 

    ・開催通知が届いた会員医療機関は可能な限り管理者の先生にご出席いただきたい。 

    （県医師会報 10月号 42ページに掲載済） 

 

(13) 再診料に係る地域包括診療加算・認知症地域包括診療加算及び地域包括診療料・認

知症地域包括診療料の施設基準にある『慢性疾患の指導に係る適切な研修』の要件

について 

    ※標記施設基準にある『慢性疾患の指導に係る適切な研修
注)

』の要件については、前回の施設基

準届出時から２年毎に当該研修を受講したことを証明する書類を近畿厚生局滋賀事務所へ提出

する必要があるので、前回 H29年 12月 1日付け算定開始で届出受理されている医療機関にあっ

てはご留意願いたい 

    ※注）日本医師会生涯教育制度に係る研修であり、２年間で通算 20時間以上の受講が必要 

20 時間の講習の中には、カリキュラムコードとして 29 認知能の障害、74高血圧症、75

脂質異常症、76 糖尿病を含んでおり、それぞれ１時間以上の研修（座学）を受講しなけ

ればならず、かつ服薬管理、健康相談、介護保険、禁煙指導、在宅医療等の主治医機能に

関する内容が適切に含まれていなければならない 

    ☆「研修修了に関する届出」が３回目以降となる医療機関は、平成 30 年 7 月 10 日付け「疑義解釈

資料（その５）」の問４も確認のこと 

★研修要件を満たせない場合は辞退の届出を提出する 
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【公 衆 衛 生 部】 

［地  域  保  健］ 

（１）デング熱の国内感染が疑われる症例の発生について 

【日本医師会感染症危機管理対策室長 令和元年 9月 25 日付(健Ⅱ110F)】 

デング熱（四類感染症）については、デング熱発生地域を旅行した際に現地で感染し、帰国後発

症した輸入症例が年間 200例以上報告されている。今般、那覇市において、海外で感染した家族か

ら国内で蚊を介して感染した可能性が否定できないデング熱の患者が確認されたとして情報提供

があった。 

デング熱の国内感染が疑われる事例については速やかに保健所へ情報提供を行っていただきた

い。 

 

（２）４種混合ワクチン（DPT-IPV）（製品名：テトラビック皮下注シリンジ）の自主回収

への対応について【発出元：日本医師会感染症危機管理対策室長 令和元年10月8日付(健Ⅱ124F)】 

一般財団法人阪大微生物病研究会（阪大微研）が製造する４種混合ワクチン（DPT-IPV）（製品

名：テトラビック皮下注シリンジ）の一部ロット製品の接種差し控え及び自主回収ついては、令和

元年9月19日の第４回滋賀県医師会・地域職域医師会会長会議で周知を行ったところだが、今般、

本会に対して新たに情報提供があった。 

本件に関する厚生労働省の見解として、回収ロットを接種した場合であっても、十分な抗体価が

得られている可能性が高く、回収ロットを接種したことを理由に追加の接種を勧奨する必要はない

ことが示され、説明用資料が作成されるとともに、抗体価測定を希望する保護者に対しては、その

費用負担等の対応も含め、阪大微研の問い合わせ窓口（下記）を立ち上げている。 

【問合せ先】 

・一般財団法人阪大微生物病研究会問合せ窓口 

・フリーダイヤル：0120-280-980（土・日祝日を除く 9：00～17：30） 

 

４.講演会・研修会等のご案内               （総務資料 19）ｐ.76 

（１）後援会名：草津栗東医師会学術講演会 

開催日時：令和元年 12月 21日(土) 17：00～18：00 

開催場所：ホテルボストンプラザ草津 

特別講演：うつ病について（仮）  

講演演者：滋賀医科大学 医学部医学科 精神学講座 教授 尾関 祐二 先生 

共 催：ファイザー株式会社 大日本住友製薬株式会社 

      日医生涯教育講座単位 CC：70 気分の障害（うつ） 

   

（２）講演会名：済生会滋賀県病院 第 1回エコーセミナー 

   開催日時：令和元年 11月 9日（土） 15:00～17:00 

   開催場所：済生会滋賀県病院 10階 検診センター  

   講演内容：「明日からの診断で使えるエコーのコツ、ご説明します」 

 

５.当医師会 11 月の行事予定表               （総務資料 20）ｐ.78 

  

６.10月以降の行事予定表                    （総務資料 21）ｐ.79 
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☆★☆ 医協連絡事項 ☆★☆ 
 

『2020年度版 医学和雑誌年間購読キャンペーン』のご案内 

医師協年間購読キャンペーンでお申込みいただくと、お得な年間購読価格よりさらに特別割引

でお求めいただけ、しかも送料無料です。また代金は組合登録口座より引き落としいたします

のでお支払いも安心です。キャンペーンのご注文締切は 11 月 30 日となっています。書店の店

頭でお申込みいただいている方はぜひこの機会に医師協の年間購読をご利用ください。 

 

おまとめ DM『医師協スクエア』のご案内 

１０月下旬に「医師協スクエア」を各医療機関宛にお送りいたします。「医師協スクエア」は 3

か月ごとにお得な情報をまとめた組合員向けのダイレクトメールです。今回は「医学和雑誌年

間購読」や「年賀状」、「JMCキャンペーン」等の各種キャンペーン、「冬のごちそう便り」など

様々なご案内をしております。お問い合わせは購買課までご連絡ください。 

 

『生命保険の団体扱い』のご案内 

生命保険の「団体扱い」とは、現在加入されている生命保険の保険料を当組合のご登録口座よ

り引き落としをさせていただき、医協がまとめて保険会社へ支払う制度です。 

（団体扱いのメリット） 

① 月々の保険料が割引されます。 

② 医協からの引去で明細書が発行されますので複数の加入保険を一元管理できます。 

団体扱いが可能な保険会社につきましては「医協ニュース 10月号」をご覧ください。 

 

「第 4回全国医師ゴルフ選手権大会」参加申込みについて 

開催日時 ： 令和 2年 5月 3日（日：祝）～4日（月：祝） 

開  場 ： 岐阜関カントリー倶楽部（岐阜県関市）東コース 

詳細、お申し込みにつきましては「医協ニュース 10月号」の折込チラシをご覧ください。 
 

「令和元年度第 2 回組合員親睦事業」のご案内 

開催日時 ： 令和 2年 2月 8日（土） 17時 30分より 

会  場 ： ホテルボストンプラザ草津 サウスウィング 6Ｆ「ケネディルーム」 

内  容 ： 世界料理オリンピック金メダリスト「角垣賢総料理長」監修のお料理を愉しむ夕べ 

募集人数 ： 先着 50名 

対  象 ： 組合員（配偶者、同居のご家族の同伴可能） 

参 加 費 ： 組合員負担 3,000円/名 

詳細、お申し込みにつきましては「医協ニュース 11月号」でご案内予定です。 

 

★資料は草津栗東医師会ホームページ会員ページに掲載 

Ａ会員：各自個別のＩＤ、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

Ｂ会員： ID：kusakuri  パスワード：kusakuri2016 
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